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〈論 文〉 
新製品開発作業の作業研究 
― ニーズ探索作業を中心として ― 
黒 須 誠 治 * 
 
A Work Study of New Product Development 
― Concept Making of New Product ― 
Seiji Kurosu 
 
Abstract 
New product development work is divided into two. One is work to search for a new product 
candidate. The other is work to create the new product candidate searched for. The former work is 
work to find what to create. The latter work contains design work. “A new product candidate 
searched” is the thing of contents in response to consumers and user needs. The expression is shown 
to be expressed in a verbalization form functional expression. 
 
要  約 
はじめに新製品開発作業を大きく 2 つに分ける。ひとつは新製品候補を探索する作業、もう
ひとつは、探索した新製品候補を創る作業の 2 作業である。前者は何を創るべきかを発見する
作業である。一方、後者の作業は、発見したものを創る作業である。創る作業の中には設計作
業が入ってくる。つぎに、「探索された新製品候補」とは、消費者やユーザーのニーズに応え
る内容のものであって、かつ機能表現という言語表現形式で表現されるのが良いことを例を通
して示す。最後に、新製品候補を探索するための具体的な作業方法を 6 つ挙げる。 
 
 1 ．はじめに 
従来より、経営工学の分野では、物を作るための作業の研究が行われてきた。また、事務の作業の研
究も行われてきた。これらの作業と並んで、今までにない斬新なものを案出してそれを製品化するとい
う作業も企業にはある。それは新製品開発作業である。本研究は、新製品開発作業の作業研究を試みる
ものである。 
新製品開発作業を作業分割すると、さらに細かい作業に分けられる。そのひとつの作業がニーズの探
索作業である。ニーズの探索作業は、新製品開発作業においては必須の作業である。また、新製品開発
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作業の始めに行う作業でもある。このように重要な作業であるニーズ探索作業は、どのような作業をし
ていけばいいだろうか。 
本稿では、はじめに新製品開発作業としてどのような作業が考えられるかを述べる。つぎにニーズ探
索作業とは何をどうすればよいかについて述べる。 
 
 2 ．新製品開発の作業 
新製品とは、言葉通りにいえば「新しい製品」ということであって、「物」という意味合いが強い。
しかし本稿では、「新製品」には、物理的な「物」に加え、新しい「サービス」や新しい「ビジネスモ
デル」なども含ませて考える。 
さて、新製品開発とは、単に新しいものを創ればよいということではない。自分以外の他の人が買っ
てくれそうなものを創ることである。簡単にいうとニーズのあるものである。つまり、新しいものであ
って、しかもニーズのあるもの、これが新製品といわれるものである。このような新製品について、本
稿では次項のように整理する。 
 
 2．1 本稿で言う新製品 
新製品とは新しいものであって、しかもニーズのあるものである。したがって、新しいがニーズは無
い、というものは新製品にはなりえない。 
たとえば、アクリル板で、見たこともない妙な形の立体物を作ったとしよう。これは、今までに存在
しなかったものとは言えるかもしれない。そういう意味では新しい。しかし、それをお金を払って購入
しようとする人がいなければ、新製品とはいえない。 
他方、ニーズはあるが新しくはない、というものも新製品とはいわない。たとえば鉛筆は、200年前
位から、ニーズは継続的に存在している。しかし、従来から作られている鉛筆と同じ鉛筆を今作ったと
しても、それを新製品とはいわない。なぜなら新しくないからである。 
われわれが新製品というとき、多くの場合は新しい何かを備えたものをいう。鉛筆の場合でも、新し
い何かがあれば新製品といえる。 
数十年前、シャープペンシルが発売された。これは、黒鉛の芯を随時補充可能にしたものである（注１）。
それに対して鉛筆は、書き続けると芯が減ってきて、書けなくなるため、芯を覆っている木を削り取り、
木の中に内蔵されていた芯を露出させて、書く作業を継続するようになっている。そのような背景のな
かで、シャープペンシルは、芯を器械的に繰り出せるようにした。そのため、木を削る手間を省くこと
ができるようになった。シャープペンシルは、当時、新製品として認知された。 
一方、たとえば、従来の鉛筆に比べて長さの短い鉛筆を作ったとしよう。するとそれを新製品という
か。あるいは、従来の鉛筆にはなかったような珍しい彩色を施した鉛筆を作ったら、それを新製品とい
うか。 
長さの短い鉛筆や、珍しい彩色を施した鉛筆は、多くの場合、新製品とは言わない。少なくとも、本
稿では新製品とはいわない。なぜなら、長さの短い鉛筆も、珍しい彩色を施した鉛筆も、従来の鉛筆と
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は異なった、「新しい何か」を備えているわけではないからである。 
では、その「新しい何か」とは何か。それは「機能」である。従来になかった新しい機能である。新
しい機能を備えたもので、かつニーズのあるものを本稿では新製品と呼ぶことにする。 
 
 2 ．2 新製品開発作業の主要2作業 
新製品を開発するにあたって、まず行うべき作業は、「新しい機能を備えたものであって、しかもニ
ーズのあるものを探し出す作業」であると考える。ただし、この「 」内の表現をもう少し正確に言う
と、「新しい機能を備えたものであると考えられ、しかもニーズがありそうなもの」である。このよう
に表現する理由は、以下のようである。 
まず、「新しい機能」かどうかは、作ってみないとわからない場合が多い。作ってみたら、似たよう
なものがすでに世の中に存在していた、ということはよくあることだ。そして、似たようなものがある
かどうかは、作る前にはわからない。まだできていないのだから、似たようなものがあるかどうかのチ
ェックができないのだ。しかし、作るときは新しいものを作ろうという気持ちをもたないと新製品開発
作業は進まない。したがって、「新しい機能を備えたものであると考えられるもの」という表現のほう
が正確といえる。 
つぎに、「ニーズのあるもの」についてだが、これもまた作ってみないとわからない。作る前から、
作ろうとしているものにニーズがあるかどうかが推定できる場合もあろうが、厳密にいうと、ニーズが
あるかどうかは、作って売ってみないとわからない。しかし、ニーズのあるものを作ろうという気持ち
をもたないと製品にはならない。そこで「ニーズがありそうなもの」という表現のほうが正確といえる。 
しかし、この正確な表現をこのあとも記述していくのは煩雑になるので、以後簡単な表現である「新
しい機能を備えたものであって、しかもニーズのあるものを探し出す作業」と表すことにする。そして
さらにこれを縮めて、「新製品候補探索作業」、あるいはもっと縮めて単に「新製品探索作業」とも呼ぶ
ことにする。 
さて、新製品候補を探索したら、それを創る作業に進むことができる。そこで、新製品開発作業は、
まず、つぎの 2 つの作業に分割できると考える。すなわち 
新製品候補を探索する作業 
探索した新製品候補を創る作業。 
新製品開発作業を上記の 2 つの作業に分けた理由は、両者は作業内容が異なると考えられるからで
ある。新製品を探索する作業は、「探索する」という活動が中心となる作業である。「探索する作業」を
平易な言葉でいうと、「見つける作業」である。それに対して、探索した新製品を創る作業とは、少な
くとも探索作業が中心ではなく、「作る」という作業が中心になると考えられる。 
 
 3 ．新製品候補の探索作業 
新製品候補の探索作業というのはどのような作業を行うことだろうか。それは、上に述べたように、
新しい機能を備えていると考えられるものであって、しかもニーズがありそうなもの、を探索する作業
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である。この作業をさらに詳しく考えていく。 
 
 3．1 ニーズ探索作業 
ニーズをつぎの 2 つに分けて考えることから始める。ひとつは顕在ニーズ、もうひとつは潜在ニー
ズである。 
多くの場合、顕在ニーズに対してはすでに種々の製品が開発されている。たとえば、「現在の時刻を
知る」というニーズに対しては時計という製品がある。しかし時計は、すでに作られている。したがっ
て、単なる時計は新製品開発作業の対象にはならない。このことから、ニーズとはいっても、顕在ニー
ズについては新製品開発作業の対象にはならない。 
そもそも、顕在ニーズは、「探し出す」作業の対象にはなりえない。顕在ニーズは、そこにすでに存
在しているものであって、わざわざ探す作業をする必要のないニーズである。では探す作業を必要とす
るニーズは何か。それが潜在ニーズである。潜在ニーズとは潜んでいるニーズである。すなわち顕在化
されていないニーズである。そこで、潜在ニーズを顕在ニーズにさせることが、ニーズを探し出す作業
であると、ここでは考えることにする。 
では、潜在ニーズを顕在化するとは何をどうすることか。つまり、潜在ニーズの顕在化作業とは何を
どうすることか。 
 3 .1.1 潜在ニーズと顕在ニーズ 
本研究では、まず顕在ニーズをつぎのように定義する。顕在ニーズとは、「言語で表現された、ある
いは言語で表現可能な、人々が希望しているもの」と定義する。そして、潜在ニーズを「未だ言語で表
現されていないが、言語で表現可能な、人々が希望しているもの」と定義する。 
この定義では、言語で表現されているかどうか、および言語で表現可能かどうかに拘る。その理由は、
新製品を開発するときは、言語で表現されていることが重要なことであると考えるからである［１］。 
ここで「言語で表現されている」とは、つぎのように定義する。それは、原則的には「文字で記述さ
れた表現」とするが、「口頭での話」も含める。そして、言語で表現することを言語表現化あるいは単
に言語化と呼ぶことにする。 
 3 .1.2 ニーズとは言語化された表現 
たとえば、ニーズを「現在の時刻を知る」というように言語で表現すると、開発チームのメンバーに
“現在の時刻を知るシステムを作ればいいのだ”ということを伝えることができる。もし言語化されて
いなければ、何を作ればいいかをメンバーには伝えにくい。もしメンバーに伝えることができなければ、
開発作業はチームで行うことが難しくなる。また、分業化することも難しくなる。チームで行えないし、
分業化もできなければ、開発は不可能になるかもしれない。仮に開発は不可能ではないとしても、開発
作業の速度は遅くなるとか、開発工数が大きくなるなど、開発作業の能率は落ちるだろう。 
さらに、チームに伝達できるかどうかはともかくとして、言語で表現せずに何とか作ったとしよう。
作ったものを消費者やユーザーに売るとき、どのようにして売るか。ただし、この新製品は開発当初か
ら言語表現化はしていない、あるいは、言語表現が不可能であったとする。この新製品の内容を言語で
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表現しない場合、消費者やユーザーにどのようにして売るか。別の言い方をすると、この新製品の必要
性すなわちニーズを消費者やユーザーにどのように知らしめるか。さらに言うと、この新製品の価値を
どのようにして消費者やユーザーに認識してもらうか。 
何人かの人に無理矢理にでも体験試用させて、その新製品の価値を体感してもらい、そのあと「あの
新製品は良いよ」などという口コミを通して、知らしめるようにするのだろうか。仮にこうするとして
も、最初に体感してもらう人にはどのようにして試用してもらうようにすればいいか。ただし、諄いが
言語は使えない。 
多くの場合、新製品を発売するとき、その価値を言語で消費者やユーザーに説明するであろう。そう
しなければ、消費者やユーザーはその新製品が何だかわからない。つまり、自分にとってどのような価
値があるかがわからない。わからなければ購入しようとは思わないだろう。だから、発売するときはた
とえわずかな言葉ではあっても、言語で新製品を知らしめようとするであろう。ここにも、言語化の意
義がうかがえる。 
さらに、仮にチームで作業を行わないときでも、つまり自分一人だけで開発作業を行うときでも、言
語で表現しておくことに意味がある。ひとつは備忘録としての意味である。これは説明するまでもない。
もう一つは設計するときに言語による表現が役にたつ。それは、設計するときは、種々の思考が必要に
なるが、思考するときは言語で表現するほうが言語で表現しない場合よりは思考を深めることができる
からである［２］。そして、特許を取得しようとする場合は、言語表現は必須である。 
しかし、どんな新製品開発でも言語が絶対に必要かというとそうでもない場合もありうる。それは、
装飾とか意匠といわれる分野のデザインである。音楽や絵などの分野もそうだ。食べ物も同様である。
簡単にいうと五感で感じ取るものである。あるいは、感性で感じ取るものである。 
デザインは、言語で説明しなくても、デザインを目で見れば何が良いかがわかることが多い。音楽の
場合は耳で聴けばわかる。食べ物は、食べればわかる。つまり五感を通して感性でわかる。少なくとも
自分にとって必要かどうかが判定できる。言語による説明は必ずしも必要ではない。 
他方、逆に、装飾とか意匠、音楽や絵、食べ物などでは、むしろ言語では表現できないものともいえ
る。たとえば、「富士山の絵」のニーズはあるとは思われるが、新製品としての「富士山の絵」は、言
葉では表現ができにくい。この富士山の絵のどこが新しくて価値があるのかがわからない。あるいはわ
かりにくい。「時計」もその機能ではなく、時計の外装の装飾や意匠の部分は、言葉では表現しにくい。
せいぜい、美しいとか、豪華だとか、格好いいというような表現に留まる。（これらの表現は、文法的
に言うと、形容詞的表現になる）。そこで、言葉では表現しにくく、感性でしかわかってもらえないも
のは、本稿の対象から除外することにする。同様に、言葉で表現する必要がなく、感性でわかってもら
えるものは、本稿の対象から除外する。 
たとえば、時計の例でいうと、時計の機能については、ニーズ探索対象とするが、時計の装飾や意匠
はニーズ探索の対象とはしない。換言すると、時計の装飾や意匠が新しくかつニーズを見込めるもので
あったとしても、その部分については新製品の対象とはしない。時計の機能が、新しくかつニーズの見
込めるものであったら、その部分は新製品の対象とする。 
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である。この作業をさらに詳しく考えていく。 
 
 3．1 ニーズ探索作業 
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作ったものを消費者やユーザーに売るとき、どのようにして売るか。ただし、この新製品は開発当初か
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以上の前提のもとに、言語化されていないニーズを言語化したとき、それを“潜在ニーズを顕在化し
た”ということにする。同時に、“ニーズのありそうなものが探索できた”ということにする。 
この仮定のもとに、ニーズ探索作業とは、言語化されたニーズ表現を獲得する作業であるということ
ができる。ではさらに、言語化されたニーズ表現とは具体的にはどのような表現か。 
 
 3．2 潜在ニーズの言語表現化 
たとえば、「鉛筆の新製品」という表現は、言語化されたニーズ表現といえるだろうか。 
この表現自体は確かに言語による表現になっている。しかし、潜在ニーズを顕在化したとはいえない。
そもそも、「鉛筆の新製品」という表現の中の「鉛筆」は、すでに顕在化されているニーズである。そ
の「鉛筆」に「（………）の新製品」を単に付け加えただけでは、潜在ニーズを顕在化したことにはな
らない。「新製品」の新機能を言語で表現しなければ、潜在ニーズを顕在ニーズに変換したことにはな
らないのである。では、「新製品」の新機能を言語で表現するとは、どうすることか。 
新製品の新機能を言語で表現するには、まず、新製品の機能を考えなければならない。新製品の機能
を考えることとは、どのような作業をすることだろうか。 
それは、新製品に備えさせる新機能を見つけるか発想する作業である。しかも、この新機能には消費
者やユーザーのニーズがありそうなものである必要がある。つまり、ニーズのありそうな新機能を発見
または発想し、同時にその新機能を言語で表現する作業である。この作業の中の、「ニーズのありそう
な新機能を発見または発想」する作業を、一般には、「アイデアを出す作業」というのではないかと思
う。もしそうだとすると、アイデアを出して、つぎにそのアイデアを言語で表現する作業を行えば、
「潜在ニーズを言語表現化した」といえるのではないか。またそれは同時に、「潜在ニーズを顕在化し
た」ということができると思われる。 
この考え方で、鉛筆の例を使って、アイデアを出す作業を以下に行ってみよう。 
 3 .2.1 アイデアを出す作業 
既述したように、「鉛筆の新製品（を開発しよう）」と考えても、「鉛筆の新製品」のアイデアは出に
くいと考える。なぜなら、鉛筆はすでに作られて売られているからだ。鉛筆を超えるようなものを作ら
なければ、鉛筆の新製品にはなりえない。だから、「鉛筆の新製品を開発しよう」と何遍唱えてもアイ
デアは簡単には出てこないのではないか。そこには、アイデアが出てきにくいもうひとつの理由がある
と思われる。 
それは、「鉛筆の新製品」と言った途端に、新製品の発想作業は停止するか鈍くなると思われるから
である。鉛筆と表現した途端に、頭の中は従来の鉛筆のイメージで充満してしまって、鉛筆以外のこと
を考えられなくなってしまうのではないかと思われるからである。 
これをもし、“鉛筆のようなものを開発しよう”という表現にすれば、“鉛筆の新製品を開発しよう”
と言った場合よりは、新製品を発想しやすくなると思う。なぜなら、「鉛筆のようなもの」と言えば、
頭の中は鉛筆で充満はしないからである。そこには、「のようなもの」という表現が効いている。 
「鉛筆のようなもの」という表現をさらに、「鉛筆のような筆記具」と表現したらどうだろうか。おそ
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らく、「鉛筆のような筆記具」のほうが、「鉛筆のようなもの」という表現よりも新製品のアイデアが出
やすいのではないかと思われる。なぜなら、この表現には「筆記具」という言葉が入っているからであ
る。この言葉が入っているため、筆記具の新しいものを作ればいいのだ、という思考回路が起動すると
期待できる。それに対して、「鉛筆のようなもの」という表現では、「鉛筆」という概念に凝り固まるこ
とは防げるが、「筆記具」の新しいものを開発しようという思考回路はすぐには起動しないと思われる。 
さらに、「鉛筆のような筆記具」という表現から、「鉛筆」を削除してみよう。そして「筆記具」だけ
の表現にしてみる。つまり「（新しい）筆記具」と表現してみる。この表現のほうが、「鉛筆」という概
念から離れることができて、新しい発想がしやすくなると筆者は考える。 
そしてさらに、「筆記具」という言葉を、「紙に文字や図を書く道具」と書き換えてみよう。筆記具」
という表現と、「紙に文字や図を書く道具」という表現とでは、どちらが新製品のアイデアを発想しや
すいだろうか。 
筆者は後者だと思う。なぜなら、前者の表現だと、「筆記具」とはどのようなものかをいったん頭の
中で考える作業が必要であるのに対して、後者の表現は、それを考える作業が不要だからだ。つまり、
筆記具とはどのようなものか、その解答の一つが後者なのである。だから、後者のほうが前者よりもア
イデアがすぐに出やすくなるのではないかと思う。 
ただし、この場合の「アイデアが出やすい」という意味は、アイデアを出すまでの作業の速度を速く
することができる、という程度に解釈したほうがいいかもしれない。 
さて、「紙に文字や図を書く道具」という表現を、今度は「紙に文字や図を書くシステム」という表
現に置き換えてみたら、どのようにアイデアが異なってくるか。 
これもまた、筆者の考えだが、前者（「………道具」）では、道具という一個の物を作ることに固執せ
ざるを得なくなるのに対して、後者（「………システム」）の表現では、一個の物に拘る必要性がなくな
る。たとえば、パソコンとプリンターという 2 つの物の組み合わせを考えてもよい。あるいは、昔の
ように人間に書いてもらう方法を考える余地も出てくる。人間に書いてもらおうという発想は、「道
具」と書いたら出にくくなる。「システム」と表現したから出るのだ。なぜなら、「道具」は、一般に物
を連想させる。しかし、「システム」は、物だけに限らないからである。人でもよい。 
もし人に書いてもらうことを考えれば、このシステムはサービスシステムあるいはビジネスモデルの
新製品に結びついていく可能性が出てくる。 
しかし、「システム」という表現は、パソコンなどの高級な機械を連想させやすいことも起こりうる。
そこで、これらの表現から「道具」とか「システム」という言葉を削除してしまったらどうか。 
なぜなら、道具と表現すると一個の物を連想しやすくなるし、システムと言うと、パソコンのような
物に拘りそうになるからである。そこで、「紙に文字や図を書く」という表現だけにすることを考えて
みよう。そしてこういう問いかけにする。“「紙に文字や図を書く」にはどうすればよいか”と問う。こ
のような問いかけをすると、さらに良いアイデアがたくさん出てくるのではないかと考える。 
そしてさらに、「紙に文字や図を書く」という表現から、「紙に」を削除し、単に「文字や図を書く」
という表現にしてみよう。すると、どちらの表現がアイデアは出やすいか。 
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らく、「鉛筆のような筆記具」のほうが、「鉛筆のようなもの」という表現よりも新製品のアイデアが出
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る。たとえば、パソコンとプリンターという 2 つの物の組み合わせを考えてもよい。あるいは、昔の
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のような問いかけをすると、さらに良いアイデアがたくさん出てくるのではないかと考える。 
そしてさらに、「紙に文字や図を書く」という表現から、「紙に」を削除し、単に「文字や図を書く」
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「文字や図を書く」のほうが、アイデアを多く出せると考える。なぜなら、この表現にすると、紙に
固執する必要はなくなるからである。文字や図を、紙だけではなく、プラスチックや壁、鉄やコンクリ
ート、粘土や砂、さらには水に置き換えて考えてみると、多くのアイデアが出てきそうな気がする。 
あるいは、「紙に文字や図を書く」という表現に、「黒い」を付け加えて、「黒い紙に文字や図を書
く」という表現に変えてみよう。するとアイデアの出方はどうなるか。 
「黒い紙に文字や図を書く」システムのアイデアは出しにくくなるのではないか。それは「紙」より
も具体化されているからであると思われる。しかし一方で、ニーズの内容はこのほうが具体化している
ということもできる。 
このように、アイデアを出す作業は、ニーズの表現によって、出方が異なることがわかる。 
 3 .2.2 アイデアの出やすいニーズ表現は機能表現 
元に戻って、この表現、「紙に文字や図を書く」は機能を表す表現である。「機能を表す表現」とは、
文法的には、少なくとも「目的語（名詞）＋述語（動詞）」からなる形式をとる表現である。ただし、
述語部分は形容動詞を含めない。形容動詞は形容詞的表現になるためである。 
この形式をとる言語表現を機能表現という。そしてまたこの表現、「紙に文字や図を書く」という表
現は、ニーズの表現にもなっている。それはつまり、「紙に文字や図を書きたい」という希望をもつニ
ーズである。 
ここまで鉛筆に関してさまざまなニーズ表現を試みた。それらのニーズ表現を、筆者の判断基準で順
番に並べると下のようになる。 
 
「鉛筆」 ＜ 「鉛筆のようなもの」 ＜ 「鉛筆のような筆記具」 ＜ 「筆記具」 ＜ 「紙に文字や図
を書く道具」 ＜ 「紙に文字や図を書くシステム」 ＜ 「紙に文字や図を書く」 
 
この中でもっともアイデアが出にくい表現は「鉛筆」、そして出やすい表現は「紙に文字や図を書
く」であると述べた。 
上の順番は、アイデアの出やすい表現順であると考える。同時に、この順番は抽象度の順番になって
いるようにも思える。「筆記具」は「鉛筆」に比べて抽象的な表現である。「紙に文字や図を書くシステ
ム」は「筆記具」よりも抽象的な表現であると思われる。この順番は、「カテゴリー」［３］という言葉を
使用すると、「鉛筆」という物のカテゴリーを少しずつ広げていったとも解釈できる。すると、「ニーズ
のカテゴリーを広くした機能表現にしていくと、よりアイデアが出やすくなる」ということができる。 
このことは、潜在ニーズを機能表現化して、しかもその表現の抽象度を上げていく作業を行うことが
有効であるということができる。 
 3 .2.3 潜在ニーズを顕在化するとは機能表現にすること 
ところで、前節で述べた、五感、すなわち感性で認知する対象について、ここでもう一度考えてみよ
う。つまり、装飾や意匠、音楽や絵、食べ物などについて考えてみよう。これらは言語での表現がまっ
たくできないということでもない。 
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たとえば、「（絵を）美しくする」とか「（音を）きれいにする」とか「（食べ物を）美味しくする」、
というような表現は日常でも行っている。だから、言語は使っているとは言える。しかし、これらの言
語表現は、本研究でいう「言語化されたニーズ表現」にはなりえない。 
その理由はつぎのようである。まず、「美しい」とか「きれいな」とか「美味しい」というのは、人
によって感じ方が異なるためだからである。ある人にとっては美しく見えるかもしれないが、他の人に
とっては美しく見えないことがある。人によっては、醜く見えることさえある。このことは、ニーズが
掴みにくいということを意味する。「きれいな」も同様だ。「美味しい」も同様である。たとえば、“富
士山の美しい絵を描いて欲しい”というニーズ表現があったとしても、「美しい」のニーズが特定でき
なければ、このニーズを満たす富士山の絵を描くのは難しい。 
この種のものの新製品を開発しようとするとき、こうした言葉による言語表現では不十分なのである。
つまり、言語表現ができないニーズといえるのではないかと考えられる。もっと正確にいうと、形容詞
的な表現では表現できたとしても、機能的な表現ができなければ、顕在ニーズ化できないと考える。 
なお、上記の「（絵を）美しくする」とか「（音を）きれいにする」とか「（食べ物を）美味しくする」、
というような表現は、形容動詞の表現、すなわち形容詞的な表現であって、機能的な表現とはいわない。 
以上から、本稿でいう顕在化されたニーズ表現とは、原則として機能表現であるべきである。 
 
 3 ．3 ニーズ探索作業の作業方法 
ニーズを探索する作業とは、潜在ニーズを言語表現化し、顕在ニーズの表現形式として表現すること
であり、かつ、そのときの言語の表現形式は、機能表現形式であるべきことを述べた。 
たとえば鉛筆の例でいうと、「新しい鉛筆」では、探索されたニーズとはいえない。「新しい筆記具」
でも探索されたニーズとはいわない。しかし、「紙に文字や図を書く」というような表現は探索された
ニーズといってよい。この表現は機能表現形式になっているからである。 
このことを踏まえて、本節では、潜在ニーズを顕在ニーズに表現する作業の方法について考えていく。 
その作業方法の具体的なものを以下に 6 つ挙げる。 
( 1 ) 目的(機能)展開法 
目的(機能)展開法については、［ 4 ］でも述べた。目的 (機能)展開法は、単に目的展開法といって
も、あるいは機能展開法といってもよい。この方法は、目的 (機能)の目的(機能)を挙げていく方法で
ある。目的 (機能)の目的 (機能)を挙げていく作業過程で、潜在ニーズを発見するチャンスがある。そ
してこの方法は、そもそも言語を使用している。また表現形式は機能表現形式で行うことになって
いる。 
たとえば、“紙に文字や図を書く”の目的(機能)展開を行ってみよう。“紙に文字や図を書く目的(機
能)は何？”と自問自答する作業が目的(機能)展開である。その回答としてこう答えたとしよう。“自
分が頭の中で考えていることや思っていることを他人に伝える（ため）”。するとこの答えは、言語
表現になっており、かつ機能表現にもなっている。さらに、“ ”内は、顕在化されたニーズ表現に
もなっているといえる。なぜなら、“自分が頭の中で考えていることや思っていることを他人に伝え
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る”という希望が言語で表現されたからである。ただし、このニーズを実現するものを創ったとき、
それが自分以外の他人に買ってもらえるかどうかはまだわからない。したがって、正確に言うと、
“ニーズ探索ができた”とはまだ言えない。同様に、「新しい」かどうかもまだ言えない。したがっ
て「ニーズになりそうなもの」の探索ができたということに留まる。以下に述べる方法も同様で
「ニーズになりそうなもの」の探索である。 
( 2 ) 市場に出ている製品の売り文句（キャッチフレーズともいう）からニーズを探索する方法 
今、筆者の手許に、「トレインショップ」という宣伝誌がある。特急電車に乗ったときなどに無料
配布される冊子だ。これの1ページ目につぎのような売り文句があった。「停電時にも役立つ、電気
不要の省エネ型石油ストーブ」。この売り文句と写真を見ていると、つぎのようなことを筆者は思い
始めた。 
“写真のストーブは少しも新しさを感じさせない。むしろ旧式の感じがする。なのになぜこんなも
のを宣伝するのだろうか”。“しかし売り文句をじっと読んでいると「停電時にも役立つ」とある”。
“そうだ、最近の石油ストーブはたいてい電源を必要とする。それらは、停電時には石油ストーブを
点火できないのだ。大地震発生の危険性が叫ばれている現在、このようなストーブはいいかもしれ
ない”ということに気づいた。 
ここまで考えることはたぶん多くの人がするであろう。そこで、つぎのような考えを意識的にする
ことが、ここで言いたいニーズ探索作業である。 
それは、停電になると使えなくなり困ってしまうものを、停電になっても使えるようにできる製品
に改良することであって、石油ストーブ以外のそういう製品を探すこと。すなわち、石油ストーブ
以外のそういう製品を思いつくこと。 
たとえば、筆者はつぎのものを思いついた。それは電気こたつ、あるいは電灯。いずれも、「停電
になると、電源から電気を取り入れるのをやめて、内蔵している電池から電気を取る」ような仕組
みにしておく。この「 」内が探索されたニーズである。 
宣伝誌を見ることから始まったこの作業は、「見つける作業」である。蛇足だが、このような見つ
ける作業は、分業化できなくない。チームを組んで多人数でおこなえば、見つける作業の作業能率
はあがるだろう。 
( 3 ) できる展開法 
できる展開法については、［ 5 ］にすでに述べているが、この方法はニーズの発見法としても位置
づけることができる。そしてまた、できる展開法も言語表現をし、かつ機能表現の形式をとるのが
原則である。 
できる展開法では、まず何について「できる展開」するか、その「何」を発見する作業が事前に必
要である。「何」を発見したら、できる展開作業を行う。するとニーズらしきものが発見できる。 
( 4 ) 欠点を挙げてみる方法 
これは、昔からよく使われている方法で、欠点列挙法ともいう。まず、あるものの欠点をあげる。
そしてその欠点がなくなるように何か工夫を加えることを考えると、それがニーズ探索をしたこと
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になるという考え方である。 
たとえば（ 2 ）で述べた石油ストーブでいうと、こうなる。まず、従来のストーブの欠点をあげ
る。欠点としていくつかあがった中に、停電になると点火できなくなるという欠点があがったとす
る。そしたら、この欠点を無くすような工夫を考える。このとき同時に、「停電時でもそのもの（石
油ストーブ）を稼働させる」というニーズが発見できたことになる。 
欠点列挙法では、欠点を発見する作業がまず必要である。つぎに、欠点をなくすようにする思考作
業（これは創る作業に入ってくる）が必要になる。 
( 5 ) 困っていること、面倒なこと、厭なこと、疲れることなどを挙げてみる方法 
この方法は、「困っていること、面倒なこと、厭なこと、疲れること」などをまず具体的に挙げて
みることである。そしてそのつぎの作業は、「困っていること、………、疲れること」を、「困らな
いようにする、………、疲れないようにする」という表現に変換する。これで一応ニーズらしき表
現にはなる。そしていま変換した表現をさらに機能的な表現に変換するとニーズ探索ができたこと
になる。 
たとえば、「机の上がいつも散らかっていて、困る」と思ったとしよう。そしたら、「机の上がいつ
も散らからないようにする」という言語表現に変換する。この表現で、一応ニーズらしき表現にな
る。さらにこれを機能的な表現にしてみよう。それはたとえば、「机の上には仕掛かっている物以外
は何も置かないようにする」という表現だ。 
( 6 ) シナリオ作成による方法（イマジュレーション法） 
これは物語（あるいはシナリオ）を作成して、そこから新しいニーズを発見しようとする方法であ
る。このイマジュレーション法は文献［６］に詳しいが、［ 6 ］では、システム設計法という観点から
書かれている。しかし、この方法が、その後、システム設計だけではなく、ニーズ発見にも役に立
つことがわかってきた。 
以上に挙げた方法は、いずれも潜在ニーズを顕在ニーズ化する方法、あるいは作業であると筆者は考
える。 
 
 4 ．ニーズ探索作業のつぎの作業 
ニーズ探索作業として、上に 6 つほど挙げた。それは、機能的な表現にする過程であるし、作業で
もある。また、この作業には創る作業も含まれていることにも一部言及した。 
創る作業の始めの作業は、アイデアを出す作業である。それと併行して、新製品開発ではもう一つ二
つ重要な作業がある。その作業とは、これらのニーズを新製品開発の目標として設定するかどうかの判
断作業である。 
判断作業を 2 つの作業に分解してみる。ひとつは、評価作業、もう一つは決定作業である。 
評価作業とは、考えうるニーズが複数個存在する場合は、どれが最も新製品としてふさわしいかを評
価する作業である。 
一方、決定作業とは、評価したニーズのうちのどのニーズについて新製品として創っていくかを決定
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する作業である。 
そしてもし、新製品として創っていく作業を進めていくべきだと決定したら、新製品として実現して
いく作業に入っていく。それは大括りにしていうと設計作業になる。 
設計作業もまた種々の作業に分割されると考えられる。それらの詳細については、今後の研究課題と
する。 
 
 5 ．まとめ 
本稿では、はじめに新製品開発作業を大きく 2 つに分けた。ひとつは新製品候補を探索する作業、
もうひとつは、探索した新製品候補を創る作業の 2 作業である。前者は何を創るべきかを発見する作
業である。この作業の説明を通して、本稿でいう新製品を定義した。それは、「新しい機能を備えたも
のであると考えられ、しかもニーズがありそうなもの」である。一方、後者の作業は、発見したものを
創る作業である。創る作業の中には設計作業が入ってくる。 
つぎに、「探索された新製品候補」は、「言語で表現されたニーズ」であるほうがよいことを述べた。
その理由は、開発しようとしている新製品の内容を他の人に伝達する必要があるためである。そのため
には言語化する必要があるからだと考えた。ただし、言語化とは、原則的には文字で表現することであ
るが、口頭で話す行為も含める。 
ニーズを言語で表現できたら、そのニーズを満たすアイデアを考える作業が次の作業として必要にな
る。これをアイデア出し作業と呼んだ。アイデア出し作業を円滑に行うには、「言語で表現されたニー
ズ」の表現形式を機能表現形式にするのが良いことを述べた。たとえば、「鉛筆の新製品」という表現
ではなく、「紙に文字や図を書く」というような表現にするとよい。 
最後に、新製品候補を探索するための具体的な方法を 6 つほど挙げた。この方法によれば、新製品
候補を機能表現の形式で言語表現できると考える。 
なお、本稿では、新製品開発作業のうち、新製品候補を探索する作業、すなわちニーズ探索作業を中
心に述べたが、そのあとの作業である新製品候補を創る作業についての詳細は今後の研究課題とする。 
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